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校庭等の空間線量率３．８μＳｖ／ｈの学校の児童生徒等の生活パターンから推定

される児童生徒等が受ける実際の積算線量の試算について

１．概要

「福島県内の学校等の校舎・校庭等の利用判断における暫定的考え方」では、

（屋外３．８μＳｖ／ｈ×８時間＋屋内１．５２μＳｖ／ｈ×１６時間）×３６５日

で２０ｍＳｖとなることから、校庭の空間線量率３．８μＳｖ／ｈを学校利用の境界値と

設定したが、これは、児童生徒等が校庭・園庭（以下、校庭という）に毎日８時間おり、

そこにある木造家屋に１６時間ということで１年間居続ける場合に２０ｍＳｖに達するこ

とを意味するもので、実際には、児童生徒等がこのような生活パターンをとることは想定

されない。

すなわち、実際には、

○ 校庭に比べて、周囲の空間線量率の方が低い

○ 学校開校日の児童生徒等の行動パターンは、屋外８時間・屋内１６時間とは異なる

○ 学校はコンクリート建築なので、遮へい効果が大きい

ことから、これらを考慮した値が、児童生徒等の生活パターンから推定される実際の児童

生徒等が受ける積算線量になる。これらの点も考慮した積算線量の推計を行った。

２．前提条件

〔校庭と周囲の空間線量率〕

まず、当省の調査（４月１４日）で３．８μＳｖ／ｈを超えた１３校の周囲と校庭の空

間線量率の比の平均値は０．６１であるので、この値を用いる。

〔児童生徒等の行動パターン〕

（１）事故日から学校開始日（４月１４日）までの３４日間

空間線量率が３．８μＳｖ／ｈの場所に関しては、積算線量推計マップ作成時の推計

方法（屋外８時間、屋内１６時間 等）に従うと、２．５６ｍＳｖと推計される。この

間は、学校が休校していたので、この部分は非学校関係分に相当する。

（２）学校平日 ２００日間

学校関係分として、通学に１時間、校庭等の屋外に２時間、コンクリート建屋の校

舎内に５時間、非学校関係分としては、屋外に３時間、屋内に１３時間を想定

（３．８×０．６１×１時間）：通学 学校分

（３．８×２時間）：校庭等

（３．８×０．１×５時間）：校舎内（コンクリート建屋）

（３．８×０．６１×３時間）：屋外 非学校分

（３．８×０．６１×０．４×１３時間）：屋内（木造家屋）



（３）学校休日 １３１日間（１６５－３４日）

非学校関係分として、屋外に８時間、屋内に１６時間を想定。

（３．８×０．６１×８時間）：屋外 非学校分

（３．８×０．６１×０．４×１６時間）：屋内（木造家屋）

ここで、４月１５日以降分に関しては、当省の調査（４月１４日）で３．８μＳｖ／ｈ

を超えた１３校の土壌分析結果を踏まえた減衰率の平均が０．７０５であることも考慮す

ることとする。

３．結果等

以上の前提条件を踏まえると、校庭の空間線量率３．８μＳｖ／ｈの学校の児童生徒等

が事故発生後１年間に受ける積算線量は、

９．９９ ｍＳｖ 【うち、学校関係分は １．６７ ｍＳｖ（全体の約１７％） 】

となる。

すなわち、「暫定的考え方で」校庭使用の制約をかける境界値３．８μＳｖ／ｈの学校

でも、実際に児童生徒等が受ける積算線量は、２０ｍＳｖの約半分の１０ｍＳｖである。

また、積算線量の内、学校関係分の寄与は約１７％であり、児童生徒等の被ばく全体の

低減のためには、学校生活の中での被ばく低減努力も重要ではあるが、それだけでは限界

があり、学校生活分以外での被ばく低減努力がきわめて重要になる。



μSv/h μSv/h

0.38 校舎内 5 0.38 屋外 8 2.43 2.32

3.80 校庭等 2 1.52

2.32 通学 1 0.46

屋外 3 1.39 屋内 16 1.94 0.93

0.93 屋内 13 2.41

時間 ｍＳｖ 時間 ｍＳｖ

200 日 131 日 減衰率

0.705

2.56

ｍＳｖ

学校分 1.67 非学校分 8.32 ｍＳｖ

16.7 % 83.3 %

全体
9.99

校庭が３．８μＳｖ／ｈの学校の場合

事故日から学校開始日までの３４日間

学校平日 学校休日







（μSv/h）
児童生徒が受ける線量

3/11 4/14 翌3/11

34日間
休校時

331日間
学校活動時

点線は、休校時
ではなく、学校活動
時と仮定した場合

4月14日時点でのグラウンド（学校）における空間線量率3．8μSv/hの学校の年間積算線量（イメージ）

長方形：20mSv

核種分析による減衰
（減衰率約0.7）

2.56mSv

7.43mSv

学校活動時は
休校時と比べると
受ける線量が
約58％となる。

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

2.56＋ 7.43＝ 9.99mSv
（斜線部）

4/14時点まで（休校時）

屋外８時間

屋内１６時間

4/14以降（学校活動時）

・平日（２００日）

通学１時間、校庭２時間、

校舎内５時間

屋外３時間、屋内１３時間

・休日（１３１日）

屋外８時間、屋内１６時間

3.8μSv/時の考え方

3.8μSv/時×(8時間＋16時間×0.4)×365日＝20mSv/年

空間線量率3.8μSv/h

グラウンドに8時間
屋内（木造）に16時間

１年間過ごした場合

グラウンド
に8時間

屋内（木造）
に16時間

1年間
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